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淑徳大学公開講座　

西武文理大学市民公開講座

が安全にできる―分娩管理の最新情報」☆板
倉敦夫教授
◎3月10日　13:00～16：30
「婦人科癌は治る―新しい癌治療の試みと患
者さんに優しい癌治療」☆藤原恵一教授
「婦人科癌は早く見つける―癌早期発見のた
めの秘訣」☆藤村正樹助教授

同校池袋サテライトキャンパス　豊島区東池
袋1-10-1住友池袋駅前ビル６F　

z03-5979-7061
◎「書の名蹟への招待―中国碑法帖鑑賞―」
☆土曜15：00～16：30、1月27日～4月28日
☆講師：伊藤滋東京学芸大学講師・書道研究
家
◎「三島由紀夫の世界」　☆月曜18:30～20:0
0、1月22日～２月26日　☆講師：井上隆史白
百合女子大学教授
◎「フランスの地方文化を探る旅」アテネフ
ランセ共催講座　☆木曜13:00～14:30、２月１
日～3月８日　☆講師：アテネフランセ講師

同校かわごえクリニック　川越市脇田本町2

1-7、川越駅西口徒歩３分、申し込みz049-2
76-1707
＜『女性の健康のために今できることは』＞
◎1月20日　13:00～16：30
「私たちも赤ちゃんをつくろう―不妊治療の
最前線」☆石原理教授　「月経が軽くなる―
月経困難症困難症困難症の治症の治療」☆岡
垣竜吾助教授
◎2月17日　13:00～16：30
「少子化問題解決は私たちの手で―日本の将
来を考える」☆関博之教授　「お産は危ない

狭山市立中央公民館ホール　狭山市入間川3
-1-1、西武新宿線「狭山市」駅徒歩3分、申し込

みz04-2954-7575
◎「コンパクトシティの可能性と狭山市西口
再開発事業」☆2月8日(木)18:30～20:30☆パ
ネラー：古田隆彦(青森大学社会学部教授)、
海道清信(名城大学都市情報学部教授)、清水
武信(狭山商工会議所副会頭)、小山周三(西武
文理大学サービス経営学部教授)☆コーディ
ネーター：小玉武生(西武文理大学サービス
経営学部助教授)
◎「格調ある産業・住宅都市と狭山市西口再
開発事業」☆3月8日(木)18:30～20:30☆パネ
ラー：仲川幸成(狭山市長)、小高弘安(狭山商
工会議所会頭)、大野隆義(狭山商工会議所青
年部会長)、大沢希(社)狭山青年会議所理事
長)、川本得信(都市再生機構埼玉地域支社
長)、森下正(明治大学政治経済学部教授)☆コ
ーディネーター：柏木孝之(西武文理大学サ
サービス経営学部教授)

◎大東文化大学　[板橋]、[東松山]：　文、外
国語、経済、経営、法、国際関係、環境創造、ス
ポーツ・健康科学部
◎東洋大学　[朝霞]：ライフデザイン学
部、[川越]：工学部　　　
◎立教大学　[新座]：観光、コミュニティ福
祉、現代心理学部
◎十文字女子大学　[新座]：社会情報、人間
生活学部
◎跡見学園女子大学　[新座]：文、マネジメ
ント学部
◎淑徳大学　[みずほ台]：国際コミュニケ
ーション学部
◎文京学院大学　[ふじみ野]：人間、保健医
療技術学部
◎尚美学園大学　[上福岡]：芸術情報学
部、[川越]：総合政策学部　
◎西武文理大学　[狭山]：サービス経営学
部
◎東京国際大学　[霞ヶ関]：商、経済、言語
コミュニケーション、国際関係、人間社会学
部
◎女子栄養大学　[坂戸]：栄養学部　
◎城西大学　[川角]：経済、経営、現代政
策、理、薬学部　
◎東京電機大学　[鳩山]：理工学部　
◎埼玉医科大学　[毛呂山]：医学部、[日高]
：保健医療学部、[川角]：医学部
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大
学
人
と
し
て
、
こ
の
東

上
線
に
学
園
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
路
線
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

た
と
え
ば
、
東
横
線
は
「
日

吉
に
慶
應
が
あ
る
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
小
田
急

線
で
す
と
、「
成
城
学
園
と
玉

川
学
園
が
あ
る
ぞ
」
と
。
東

上
線
も
、
実
際
は
多
く
の
大

学
が
あ
っ
て
、
沿
線
学
園
都

市
と
し
て
発
展
し
て
い
な
が

ら
、
そ
れ
が
東
上
沿
線
に
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
定
着
し

て
い
ま
せ
ん
。

　
東
上
沿
線
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
は
緑
が
多
く
、
し
か
も
東

京
に
近
い
。
そ
し
て
今
度

は
、
有
楽
町
線
の
新
線
が
来

年
度
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
川

越
発
の
渋
谷
行
き
と
い
う
電

車
が
来
年
か
ら
、
そ
し
て
そ

の
後
、
東
横
線
が
乗
り
入
れ

ま
す
。
有
楽
町
新
線
の
開
通

で
、
こ
の
沿
線
は
全
く
新
し

い
イ
メ
ー
ジ
と
、
そ
し
て
、

沿
線
の
街
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

　
今
ま
で
は
、
比
較
的
地
味

で
あ
っ
た
東
上
線
が
、
こ
れ

だ
け
の
大
学
が
存
在
し
、
そ

し
て
有
楽
町
新
線
も
開
通
す

る
と
い
う
こ
と
で
、
鉄
道
、

学
園
関
係
者
、
地
域
の
皆
さ

ん
一
体
と
な
っ
て
、
学
園
都

市
の
色
彩
の
強
い
イ
メ
ー
ジ

に
し
て
い
き
ま
す
と
、
よ
い

か
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

以
下
、
沿
線
の
主
な
大
学
を

紹
介
し
ま
す
。

　
最
寄
の
駅
は
東
武
練
馬
で

す
。
教
養
課
程
の
方
は
東
松

山
、
も
し
く
は
高
坂
に
な
り

ま
す
。
大
東
文
化
大
学
の
開

学
は
大
正
十
三
年
で
す
。
大

き
な
大
学
で
す
ね
、
一
万
五

千
人
余
り
の
学
生
が
板
橋

と
、
東
松
山
校
舎
で
、
勉
強

を
し
て
い
ま
す
。
の
び
の
び

と
し
た
学
生
生
活
を
送
っ
て

い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
明
治
十
年
の
創
立
で
す
。

本
部
は
文
京
区
白
山
に
あ

り
、
二
万
八
千
名
の
学
生
を

有
す
る
一
大
総
合
大
学
で

す
。
東
上
線
で
は
朝
霞
台
に

あ
り
ま
す
。
朝
霞
台
は
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
学
部
と
い
い
、

社
会
福
祉
と
そ
れ
か
ら
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
を
勉
強
し
て
い
ま
す
。
二

年
前
ま
で
は
、
東
洋
大
学
の

全
学
生
は
一
年
生
の
と
き
、

教
養
課
程
と
い
う
こ
と
で
全

員
が
朝
霞
台
に
来
て
い
た
ん

で
す
。
今
大
学
の
事
情
は

「
東
京
帰
り
」
と
言
わ
れ
ま

す
。
東
洋
大
学
も
、
新
設
の

社
会
福
祉
系
の
ラ
イ
フ
デ
ザ

イ
ン
学
部
だ
け
を
朝
霞
台
に

置
い
て
、
一
年
生
か
ら
四
年

生
ま
で
文
京
区
で
学
べ
る
よ

う
に
し
ま
し
た
。

　
立
教
大
学
は
池
袋
キ
ャ
ン

パ
ス
と
、
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

と
分
か
れ
て
い
ま
す
。
以
前

は
立
教
の
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

は
一
年
生
の
教
養
課
程
の
学

生
だ
け
が
通
っ
て
い
ま
し
た

が
、
観
光
学
部
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
福
祉
学
部
、
さ
ら
に
現

代
心
理
学
部
が
今
年
で
き
ま

し
た
の
で
、
今
は
三
学
部
が

新
座
に
あ
り
ま
す
。
あ
と

は
、
立
教
中
学
・
高
等
学
校

が
あ
り
ま
す
。

　
立
教
は
明
治
七
年
に
宣
教

師
が
作
っ
た
、
キ
リ
ス
ト
教

系
の
大
学
で
す
。
こ
こ
も
約

一
万
五
千
人
の
学
生
が
お
り

ま
す
が
、
だ
い
た
い
三
分
の

一
が
、
志
木
の
駅
を
最
寄
の

駅
に
し
て
い
る
学
生
だ
と
い

う
こ
と
で
す
。

　
志
木
は
慶
應
の
志
木
高
等

学
校
が
あ
り
ま
す
が
、
四
年

間
そ
こ
で
学
ぶ
立
教
の
学
生

が
い
る
。
現
実
に
満
足
度
が

高
い
と
い
う
こ
と
で
、
大
学

当
局
も
、
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス

を
充
実
さ
せ
て
い
こ
う
と
し

て
い
ま
す
。
東
上
線
は
、
や

は
り
、
立
教
さ
ん
に
が
ん
ば

っ
て
い
た
だ
き
、
志
木
を
学

園
都
市
と
し
て
、
活
性
化
を

ぜ
ひ
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
最
寄
は
武
蔵
野
線
の
新
座

駅
に
な
り
ま
す
。
こ
の
大
学

は
、
元
々
は
豊
島
区
巣
鴨
に

あ
る
、
十
文
字
女
子
中
学
・

高
等
学
校
が
母
体
に
な
り
一

九
二
二
年
に
設
立
さ
れ
ま
し

た
。「
十
文
字
」
と
は
、
創
立

者
十
文
字
こ
と
さ
ん
の
名
前

で
す
。

　
社
会
情
報
学
部
と
人
間
生

活
学
部
が
あ
り
、
人
間
生
活

学
部
は
主
に
栄
養
士
関
係
、

そ
れ
か
ら
教
育
関
係
で
す

ね
。
保
育
士
、
小
・
中
・
高

の
先
生
、
な
ど
の
方
面
に
強

い
女
子
大
学
で
す
。
約
二
千

五
百
人
の
女
子
学
生
が
学
ん

で
い
ま
す
。

　
こ
こ
は
元
々
は
、
跡
見
花

渓
さ
ん
に
よ
り
一
八
五
九
年

に
作
ら
れ
た
「
跡
見
塾
」
が

ル
ー
ツ
の
、
東
京
都
内
で

も
、
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
屈

指
の
女
学
校
で
す
。
約
三
千

三
百
名
の
女
子
学
生
が
学
ん

で
お
り
、
文
学
部
と
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部
が
あ
り
ま
す
。

自
然
の
良
さ
に
な
じ
み
充
実

し
た
学
生
生
活
を
過
ご
せ
る

と
い
う
こ
と
で
、
人
気
の
あ

る
大
学
で
す
。

　
ふ
じ
み
野
駅
が
最
寄
の
駅

に
な
り
ま
す
。
元
々
は
、
一

九
二
四
年
に
設
立
さ
れ
た

「
本
郷
女
学
院
」、そ
し
て
文

京
女
子
中
学
・
高
等
学
校
が

母
体
で
す
。
最
初
は
文
京
女

子
大
学
と
「
女
子
」
が
つ
い

て
い
ま
し
た
が
、
時
代
の
波

が
共
学
志
向
と
い
う
こ
と

で
、
淑
徳
大
学
よ
り
も
数
年

遅
れ
て
、
共
学
に
な
り
ま
し

た
。
学
部
は
、
外
国
語
学

部
、
経
営
学
部
、
人
間
学

部
、
保
健
医
療
技
術
学
部

で
、
人
間
学
部
と
い
う
の
は

福
祉
系
統
、
保
健
医
療
は
、

い
わ
ゆ
る
理
学
療
法
、
リ
ハ

ビ
リ
等
を
学
べ
る
学
部
。
こ

の
人
間
、
保
健
の
学
部
を
ふ

じ
み
野
に
設
定
し
て
約
四
千

名
の
学
生
が
学
ん
で
お
り
ま

す
。

　
ち
な
み
に
、
淑
徳
大
学
と

文
京
学
院
大
学
と
は
、
提
携

大
学
で
、
気
に
入
っ
た
課
目

が
あ
れ
ば
相
互
に
受
講
が
可

能
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
川
越
と
上
福
岡
に
キ
ャ
ン

パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
後
楽
園

に
あ
っ
た
「
尚
美
音
楽
専
門

学
校
」
が
ル
ー
ツ
に
な
り
ま

す
。
芸
術
系
の
、
音
楽
系
の

専
門
学
校
が
母
体
で
す
か
ら

芸
術
面
、
あ
る
い
は
音
楽
面

で
は
一
定
の
評
価
を
得
て
お

り
ま
す
。

　
学
部
は
総
合
政
策
と
、
芸

術
情
報
学
部
の
二
学
部
で
、

約
三
千
人
の
学
生
が
学
ん
で

お
り
ま
す
。

　
母
体
は
、
調
理
学
校
で

す
。
昭
和
四
十
一
年
に
「
西

武
栄
養
料
理
学
院
」
と
い
う

調
理
学
校
を
作
り
、
そ
の

後
、
西
武
文
理
中
学
・
高
等

学
校
、
小
学
校
を
併
設
し
、

さ
ら
に
四
年
制
大
学
を
開
設

し
た
。
こ
こ
に
は
学
生
が
千

二
百
人
学
ん
で
い
ま
す
。

　
同
学
園
の
佐
藤
理
事
長

は
、
大
変
な
や
り
手
で
す
。

今
は
小
・
中
・
高
が
、
進
学

校
に
な
り
ま
し
た
。「
東
大
に

五
人
以
上
入
ら
な
け
れ
ば
私

は
丸
坊
主
に
な
る
」
と
言
っ

て
本
当
に
坊
主
に
な
っ
ち
ゃ

う
佐
藤
理
事
長
。
名
物
で
す

よ
。
私
立
の
学
校
、
特
に
埼

玉
は
、
創
設
者
の
強
烈
な
個

性
が
売
り
物
で
す
ね
。

　
学
部
は
そ
の
も
の
ズ
バ
リ

「
サ
ー
ビ
ス
経
営
学
部
」。

「
君
ら
は
サ
ー
ビ
ス
業
に
就

く
学
生
な
ん
だ
か
ら
、
ま
ず

は
あ
い
さ
つ
の
き
ち
ん
と
で

き
る
学
生
で
あ
り
な
さ
い
」

と
い
う
指
導
を
行
っ
て
い
る

大
学
で
す
の
で
、
就
職
状
況

も
大
変
良
い
で
す
。

　
東
上
線
の
霞
ヶ
関
、
埼
京

線
の
的
場
、
両
方
の
駅
に
キ

ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
ま
す
。
昭

和
四
十
年
に
、
金
子
泰
蔵
先

生
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
、
前

身
は
「
国
際
商
科
大
学
」
と

呼
ん
で
い
ま
し
た
。
本
来
は

経
営
・
商
学
と
い
う
実
学
重

視
の
学
部
で
出
発
し
た
ん
で

す
が
、
年
々
規
模
が
大
き
く

な
り
、
現
在
で
は
、
商
学

部
、
経
済
学
部
、
言
語
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、
国

際
関
係
学
部
、
人
間
社
会
学

部
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
は
、

英
語
を
勉
強
さ
せ
る
た
め
、

ア
メ
リ
カ
オ
レ
ゴ
ン
州
セ
ー

ラ
ム
と
い
う
所
に
三
ヶ
月
か

ら
半
年
行
か
な
け
れ
ば
卒
業

で
き
な
い
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
っ
て
い
ま
す
。
約
六

千
名
を
有
す
る
一
大
総
合
大

学
に
変
身
を
遂
げ
て
お
り
ま

す
。

　
昭
和
八
年
に
香
川
庄
三
、

あ
や
ご
夫
妻
が
建
て
た
調
理

学
校
が
母
体
で
す
。
そ
の
調

理
学
校
が
、
だ
ん
だ
ん
大
き

く
な
り
、
最
終
的
に
、
女
子

栄
養
短
期
大
学
・
女
子
栄
養

大
学
を
作
り
ま
し
た
。
最
寄

の
駅
は
、
若
葉
で
す
。
学
生

は
約
二
千
百
名
が
こ
の
坂
戸

キ
ャ
ン
パ
ス
で
す
が
、
こ
の

坂
戸
と
、
東
京
・
駒
込
の
本

校
の
二
ヶ
所
で
学
ん
で
い
ま

す
。

　
坂
戸
で
越
生
線
に
乗
り
換

え
川
角
と
い
う
駅
で
す
。
こ

こ
も
大
き
な
学
園
で
、
経

済
、
現
代
政
策
、
経
営
、
理

学
部
、
薬
学
部
と
五
つ
の
学

部
が
あ
り
、
学
生
数
は
約
八

千
名
が
在
籍
を
し
て
い
ま

す
。
昭
和
四
十
年
の
設
立
で

す
か
ら
、
急
成
長
し
た
こ
と

が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
こ
れ

に
明
海
大
学
と
城
西
国
際
大

学
、
そ
れ
か
ら
豊
島
区
千
早

に
あ
る
城
西
中
学
・
高
等
学

校
、
そ
し
て
城
西
川
越
中
学

・
高
等
学
校
と
二
つ
の
高
校

も
有
す
る
、
一
大
総
合
学
園

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
埼
玉
に
あ
る
私
立
の
学
校

は
、
人
口
が
急
増
し
て
い
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
時
代
の
波
に
乗
り
ま
し

た
で
す
ね
。
最
初
は
専
門
学

校
、
中
学
・
高
校
が
で
き
て

そ
れ
が
進
学
校
に
変
身
し

て
、
や
が
て
、
四
年
制
大
学

も
作
る
、
と
い
う
具
合
に
成

長
。
都
内
の
私
立
の
学
校
と

比
べ
て
、
敷
地
も
広
く
確
保

で
き
た
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
け
ど
も
。

　
明
治
四
十
年
に
「
電
機
学

校
」
と
し
て
神
田
神
保
町
に

創
立
さ
れ
ま
し
た
。
鳩
山
町

に
理
工
学
部
が
あ
り
ま
す
。

　　
学
部
に
な
っ
た
の
は
平
成

八
年
で
、
そ
れ
ま
で
の
十
年

間
は
淑
徳
短
期
大
学
の
国
文

と
英
文
の
ふ
た
つ
の
学
科
で

し
た
。
今
、
こ
こ
（
み
ず
ほ

台
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
あ
る
の

は
、
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
学
部
で
す
。
コ
ー
ス
制

を
と
っ
て
い
ま
す
が
、
世
界

の
言
語
の
ル
ー
ツ
で
あ
る
英

語
、
も
し
く
は
第
二
外
国
語

で
と
る
学
生
が
多
い
中
国
語

を
中
核
と
し
て
、
舞
台
を
世

界
に
定
め
て
、
視
野
を
広
め

て
ほ
し
い
と
い
う
の
が
基
本

的
な
目
標
で
す
。

　
千
葉
に
総
合
福
祉
学
部
が

あ
り
、
来
年
度
は
看
護
学
部

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
み
ず
ほ

台
に
も
福
祉
部
門
を
作
っ
て

く
れ
と
い
う
要
請
が
あ
り
、

四
月
か
ら
、
社
会
福
祉
の
専

門
家
に
な
る
社
会
福
祉
コ
ー

ス
と
い
う
も
の
を
設
け
て
い

ま
す
。
み
ず
ほ
台
の
学
生

は
、
英
語
や
中
国
語
を
勉
強

す
る
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
中
核
。
こ
れ
は
圧
倒
的

に
女
子
学
生
が
多
い
で
す
。

男
子
学
生
は
そ
れ
と
経
営
。

そ
こ
に
、
社
会
福
祉
と
い
う

三
つ
目
が
加
わ
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
東
上
線
の
常
盤
台
に
は
、

幼
稚
園
・
小
学
校
・
中
学
校

・
高
等
学
校
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
大
学
が
み
ず
ほ
台

で
、
学
園
と
し
て
も
、「
東
上

沿
線
の
成
城
学
園
・
玉
川
学

園
に
す
る
ん
だ
」
と
、
沿
線

学
園
都
市
を
構
想
し
て
い
る

よ
う
で
す
。

　
淑
徳
の
ル
ー
ツ
は
明
治
二

十
五
年
設
立
の
、
小
石
川
に

あ
っ
た
淑
徳
高
等
女
学
校
、

輪
島
こ
と
子
先
生
と
い
う
尼

僧
に
よ
り
作
ら
れ
た
女
学
校

で
す
。
そ
の
後
戦
争
で
焼
か

れ
て
常
盤
台
の
、
板
橋
区
前

野
町
の
敷
地
を
確
保
し
た
。

や
が
て
、
さ
い
た
ま
市
の
与

野
に
淑
徳
与
野
中
学
・
高
等

学
校
を
開
設
し
ま
し
た
。
紛

ら
わ
し
い
で
す
が
、
本
家
は

常
盤
台
に
あ
る
、
淑
徳
の
中

学
・
高
等
学
校
。
明
治
以
来

の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
中
核
の

学
校
で
す
。
そ
し
て
、
西
巣

鴨
に
あ
る
、
学
祖
長
谷
川
良

信
先
生
創
立
の
淑
徳
巣
鴨
中

学
・
高
等
学
校
、
そ
れ
か

ら
、
与
野
に
あ
る
、
淑
徳
与

野
中
学
・
高
等
学
校
、
こ
の

三
つ
の
中
学
・
高
等
学
校
で

す
。

　
女
学
校
を
作
っ
た
輪
島
先

生
は
、
浄
土
宗
の
尼
僧
で
、

淑
徳
は
浄
土
宗
の
学
校
で

す
。
　

　
お
念
仏
は
、「
南
無
阿
弥
陀

仏
」、本
尊
は
「
阿
弥
陀
仏
」

で
す
。
本
山
は
芝
・
増
上
寺

と
京
都
・
知
恩
院
。
や
は

り
、
私
学
は
、
宗
教
的
な
教

育
が
で
き
る
と
い
う
の
が
特

色
だ
と
思
い
ま
す
。
今
、
心

の
教
育
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
本
学
は
宗
教
系
の
大

学
で
す
の
で
、
そ
う
い
っ
た

伝
統
を
築
い
て
き
て
い
ま

す
。
大
変
心
の
優
し
い
学
生

が
多
い
で
す
。

　
東
上
線
沿
線
に
大
学
が
多
く
立
地
す
る
こ
と
は
意
外
に
知

ら
れ
て
い
な
い
。
淑
徳
大
学
は
三
芳
町
の
後
援
で
、「
東
上
線

沿
線
の
歴
史
と
文
化
」
と
題
す
る
公
開
講
座
を
開
催
、
そ
の

な
か
で
同
大
学
の
今
井
義
博
助
教
授
は
「
東
上
線
沿
線
の
大

学
の
歴
史
」
に
つ
い
て
講
義
、
沿
線
地
域
に
「
学
園
都
市
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
形
成
す
る
こ
と
を
強
く
訴
え
た
（
平
成
十
八

年
十
月
二
十
一
日
）。以
下
は
そ
の
概
要
で
あ
る
。


